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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・接遇向上委員会より、第2回身だしなみチェックの集計がWIZ掲示されている。各自確認すること。
・プログラムミーティングの結果報告
今年も園芸療法を実施する予定。それに伴い、参加希望者の確認と蒔きたい種や使用する畑の範囲などの希望を募っていく。

・本日13：30～夏堀良美様、13：00～藤井純子様デイケア見学予定。慶長SGM対応。
＜利用者様情報＞

・夏堀　良美　様～本日デイケア見学を実施。スタッフの説明を聞きながら、気になる点は自分から質問している。デイケア利用について「仕事しないとと言われたから、見学してみようと思って」と話しており、就労支援プログラムへ参加。静かに内容を聞いており、自身が知っている情報について、積極的に長時間話す様子が見られている。今後の利用については、「他のプログラムも体験してみたいけど、お金がないから続けて来るのが大変」とのことで、体験利用を希望するが、金銭的な問題の為、日程はまだ考えられないとのこと。今後体験利用を希望する際には、改めて当院に連絡して欲しいことを伝えている。
・藤井　純子　様～本日デイケア見学を実施。スタッフからプログラム参加の声掛けをすると、自分からプログラムに参加しており、エアロビクスでは「楽しそう」と笑顔で感想を話している。プログラム以外の場面では、穏やかな表情で知人の利用者と交流しており、終始落ち着いて過ごすことが出来ている。今後の利用については、「運動が好きだから月曜日に来たいが利用するか、もうちょっと考えてみたい」と話している。担当医や病棟スタッフとも相談しながら、今後の利用について考えるよう伝えている。
・番沢　政勝　様～グループホーム世話人から情報提供あり。朝のミーティングで「夜中に子供の声が聞こえてきたんだよ」「子供の声で幻聴があるのは、あまり人には言ってないんだよ」と話していたとのこと。来所時に睡眠状況を確認すると、幻聴の話しはせず、睡眠剤をきちんと服用し、睡眠はとれていると話している。途中覚醒しても再入眠し、朝8:30には起きることができているとのこと。日中居眠りがなくなったことを伝えると、「椅子が空いていないからな」と笑いながら話している。睡眠状況の変化や不調がある際には、すぐ相談してほしいことを伝えている。

・倉石　ヨシエ様～午前中のプログラムには、スタッフ声掛けするが、椅子に座ったまま不参加となっている。午後のプログラムでも、椅子に座って居眠りしており、不参加となっている。スタッフ声掛けにも「眠い」と話して首を振っている。今後も声掛けし様子観察していく。

・倉橋　生子　様～昼食後、洗面所で手洗いするが、水を最大に出して不機嫌さ見られているため、スタッフ声掛けしている。担当医より、今回は服薬変更しないので様子を見るよう言われたと話している。服薬変更になってから、足の不調について訴えられていたが、「今日は、足は軽く感じる」と話している。その後、他利用者に干渉しているため、スタッフ声掛けすると、落ち着くことできている。引き続き様子観察していく。

＜青風荘利用者様情報＞

・鈴木　真知子様～自発性はあまり見られていないが、スタッフの声掛けに拒否なく対応している。表情の硬さも見られず穏やかに過ごしている。以前、無言外出した経緯がある為、引き続き注意深く様子観察をしていく。

・板橋　利美　様～歯茎が痛いとの訴えあり歯科受診を勧めるが、歯科受診をせず様子をみたいと話している。食事を全量摂取出来ており、歯茎の痛みは軽減したと話している。今後も本人の訴え傾聴し様子観察していく。
＜外来情報＞

・特記なし。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　倉橋　生子　様）

実施日：H28年3月9日（水）13：30～14：00

担当チーム：工藤、服部、佐々木

参加者：工藤、馬場、佐々木、油津、間山、百鳥

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	倉橋　生子
	性別
	女
	年齢
	64
	生年月日
	昭和26年1月26日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	①基本的生活習慣の習得

②運動の習慣化

③対人関係の改善

④作業能力・持続性の向上

⑤病識を身につける

	本人希望
	青風荘で生活したい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　4回（最終：H23年10月31日　～　H25年8月16日　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成H25年8月19日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
□

　　　□

　　　◎

■　

　　　■

●

　　　○　　　○

　　　　　　　

　　　□　　　○

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状を崩さずに、現在の生活を継続できるようにする。
	①周囲への配慮が出来るようになる。
	①他者と会話をする際は、程々に切り上げられるようになる。

	①相手の表情を見て、話を切り上げられるようになる。どうしても話したいときにはスタッフに声を掛ける。スタッフは、一緒に考えられるようにする。話を切り上げられるよう本人と話し合う。

	
	
	②相手を傷つけないように話す。
	②やり方が自分の思っていることと違う時は、まずスタッフに伝えることが出来る。スタッフは個別SSTにて、相手が不快にならないように分かりやすく話す方法を一緒に考え、静かに相手に伝えられるようにする。今後、定期的に面談を行い、ストレスがあるか確認し病状観察していく。


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①他者と会話をする際は、程々に切り上げられるようになる。

	1)気になったことが声に出てしまい、他者とトラブルになることがある為、まずはスタッフに話すように伝えている。(本人の口調の強さ等からトラブルを起こすことが多い。夕方になると、放歌や不機嫌さが見られることがある。)

2）去年、眠気等の不調を訴える事が多く、睡眠時間が5時間であったが、今年は薬変更になり、睡眠は平均して7～8時間とれている。足の不調に関しては、足が重いと話す事が多い。※睡眠時間の記録ノートを出しスタッフの方で睡眠時間の確認ができている。　　　　　　　3）不調については、スタッフにすぐに訴えることができているが、他利用者様に対しても、自分の気分で一方的に話す（自己中心的）となっていることがある。
※他利用者とトラブルにならないよう、訴えがある場合は、まずはスタッフに訴えるようにと伝えている。
	1）不調を訴える事はできているが、他者に長々と訴え、トラブルに至ることがある。トラブルにならないよう、スタッフは一緒に考えられるようにする。話を切り上げられるように本人と話し合う。
2）3）不調を感じた時はスタッフに相談する。また、気になる事があった場合、直接スタッフに相談してトラブルを防ぐ。


	②相手を傷つけないように話すことができるようになる。
	1）H27.9月、他利用者に対し「あんたのしゃべり方、さっぱりわからない。何を言っているのかわからない」と話したことで、他利用者は、傷つき館内を出てスタッフ探し見つかっている。振り返りに対し「本当のことを言って何が悪い」と話し、再度、時間と人を変えて説明しているが、発言に変化がなく理解の乏しさみられている。

H28.1月、人に対して、干渉や不機嫌さが見られている。スタッフや他利用者に対し、命令口調で声高に話している。不調時や、気分が優れないと、ドアを力任せに開閉する行為が見られている。
2)来所してから、スタッフを目で追って睨みつけている様子が見られている。また、特定の利用者が気になる様子で物影より見ていることがある。
	※自己中心的な発言や周囲の様子を気にしない発言をしないように気を付ける。必要時にはスタッフと振り返りをする。　　　　　　　1）口調が強く他者とトラブルになる事が多いため、個別SSTにて柔らかい表現で相手に伝える事ができる練習をする。相手への指摘については、本人の気付きとして肯定的に評価する。

その上で、表現の仕方を提案する。
2）スタッフは個別SSTにて、相手が不快にならないように分かりやすく話す方法を一緒に考え、静かに相手に伝えられるようにする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状を崩さずに、現在の生活を継続できるようにする。
	①周囲への配慮が出来るようになる。
	①他者と会話をする際は、程々に切り上げられるようになる。

	①相手の表情を見て、話を切り上げられるようになる。どうしても話したいときにはスタッフに声をかける。　　スタッフは、一緒に考えられるようにする。話を切り上げられるよう本人と話し合う。

	
	
	②相手を傷つけないように話す。
	②やり方が自分の思っていることと違う時は、まずスタッフに伝えることが出来る。スタッフは個別SSTにて、相手が不快にならないように分かりやすく話す方法を一緒に考え、静かに相手に伝えられるようにする。今後、定期的に面談を行い、ストレスがあるか確認し病状観察していく。




